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 ～令和７年度 募集要項～ 

(公財)産業廃棄物処理事業振興財団 
１．助成事業の概要 

公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団では、平成 4 年の創設以来、産業廃棄物問題の解

決に向けて、優良な処理施設の整備を支援する「債務保証事業」、都道府県等が不法投棄され

た廃棄物の撤去（原状回復）を資金面で支援する「適正処理推進事業」、技術開発や起業化の

ための助成を行う「助成事業」、ＰＣＢ等処理事業への支援、優良な処理業者の育成、排出事

業者への処理業者情報の提供等を行う「振興事業」の4つの事業に取り組んでいます。 

そしてこれらの活動を行うことで、産業廃棄物の適正処理・減量化、さらには再資源化等の

促進によって、持続可能な循環型社会の構築に資するクリーンな生活環境の保全と、産業の健

全な発展に貢献しています。 

助成事業については、資源循環型社会システムの効率的な構築のために必要な高度な技術力

の育成支援及び健全な処理業者の育成支援のための方策として実施することとしています。具

体的には、産業廃棄物に関する３Ｒの技術開発（いわゆる廃棄物の発生抑制・減量化技術の開

発、循環資源の再利用技術の開発、再生利用技術の開発）、脱炭素化技術を含む環境負荷低減

技術の開発及び既存の高度技術を利用した施設整備やその起業化、農林漁業バイオ燃料法第 7

条第 2 項に規定する認定研究開発事業計画に従って行う研究開発事業（以下｢バイオ燃料認定研

究開発事業｣という）、小型家電リサイクル法第 10 条第 1 項に規定する認定計画に従って行う

研究開発（以下「小型家電リサイクル認定研究開発事業」という）及びプラスチック資源循環

促進法第 10 条第 1 項に規定する認定プラスチック使用製品に関する研究開発、同法 40 条第 4

項に規定する認定自主回収・再資源化事業計画に従って行う研究開発及び同法 49条第 4項に規

定する認定再資源化事業計画に従って行う研究開発（以下「プラスチック資源循環認定研究開

発事業」という）に対して助成するものです。これらが産業廃棄物処理業界へ普及し、環境へ

の負荷を低減した資源循環型社会システムの重要な機能を担うことを期待しています。 

 

２．申請資格 

次の全ての条件を満たしている者とします。ただし、バイオ燃料認定研究開発事業、小型家

電リサイクル認定研究開発事業及びプラスチック資源循環認定研究開発事業を行う者は３）の

みとします。 

１）産業廃棄物の処分を業として行う者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 14条第 6項

の産業廃棄物処分業許可の取得者）又は行う予定の者（少なくとも事前協議に入っている

ものとし、原則として助成事業の交付証が授与される前に許可を取得していること）。 

ただし、次のア～ウに該当する者についても申請可能とします。 

ア 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15 条の 4 の 2（産業廃棄物の再生利用に係る特

例）の規定に基づき環境大臣の認定を受けた者。 

イ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15 条の 4 の 3（産業廃棄物の広域的処理に係る

特例）の規定に基づき環境大臣の認定を受けた者。 

ウ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第14条第 6項に規定する専ら再生利用の目的とな

る産業廃棄物のみの処分を業として行う者その他環境省令で定める者。 

２）従業員数300人以下又は資本金10億円以下のどちらかに該当すること。 
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３）過去 5 年間、廃棄物及び公害防止に関する法律等の規定による不利益処分を受けていな

いこと。 

４）原則として、応募事業が同一期間内に他の公的助成を受けていないこと。 

なお、一社のみによる申請だけでなく、様々な専門的技術を有した外部組織との連携による

事業の申請も可能です。ただし、外部組織との連携による申請の場合は、１）、２）について

は代表者がこの条件を満たしていること、３）については関係者全員がこの条件を満たしてい

ることが必須となります。外部組織との連携や委託を行う場合は、申請者が主体となって助成

事業を進めていくことを示してください。 

また、助成事業として決定された場合は、(公財)産業廃棄物処理事業振興財団の産廃情報ネ

ットにおいて情報公表を行っていただきます。 

 

３．対象となる事業 

産業廃棄物に関する次の①～⑥を対象事業とします。 

① ３Ｒに関する技術開発事業、又は脱炭素化技術を含む環境負荷低減に関する技術開発事

業（以下「技術開発」という） 

② 高度技術を利用した３Ｒ、又は高度技術を利用した脱炭素化を含む環境負荷低減施設の

整備事業（以下「高度技術施設」という） 

③ 上記①、②に関する起業化のための調査事業（以下「起業化調査」という） 

④ バイオ燃料認定研究開発事業 

⑤ 小型家電リサイクル認定研究開発事業 

⑥ プラスチック資源循環認定研究開発事業 

  

※ 産業活動やリサイクル事業から発生する熱・電気等のエネルギー源等を活用し、農林水産

業等、地域の振興に資するような地域循環共生事業も含む。 

※ ④～⑥の事業については、認定を受ける見込みである事業も対象としますが、その場合は

事前に事務局までご相談ください。 

 

平成 17 年度以降の産業廃棄物処理助成事業の実績をホームページに公開しておりますのでご

参照ください。 

   

４．助成の概要 

（１）助成事業の実施期間 

原則として、令和7年4月から1年以内とします。 

ただし、対象となる事業のうち、①、②、④、⑤及び⑥について、2 年間継続して申請す

ることも可能とします。   

（２）年間助成額 

① 技術開発      最高 500万円 

② 高度技術施設      最高 500万円 

③ 起業化調査      最高  50万円 

④ バイオ燃料認定研究開発事業     最高 500万円 

⑤ 小型家電リサイクル認定研究開発事業   最高 500万円 

⑥ プラスチック資源循環認定研究開発事業   最高 500万円 

※2年間継続して採用された事業については合計で最高1,000万円の助成が可能となります。

※予算の範囲内での執行となりますので、助成額は申請額を下回る場合があります。 
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（３）助成率 

対象となる事業のうち、①、②、④、⑤及び⑥については、助成率は各年度の助成対象事

業に要する費用の 3 分の 2 以内、③については、助成対象事業に要する費用の 3 分の 1 以内

に相当する金額とします。 

（４）助成の決定 

年度末に開催される助成事業運営委員会での選考結果に基づき、本財団理事長が助成事業

を決定します。 

（５）成果の報告 

助成が決定した事業の申請者には、助成事業終了後 2 ヵ月以内に本財団へ成果報告書を提

出していただきます（成果報告書は、助成事業の成果がわかるものとし、公表資料としま

す）。また、その後 4 年間は年に 1 回、助成事業による成果の活用状況等についての報告を

していただきます。 

（６）その他 

助成事業の実施期間中に、廃棄物及び公害防止に関する法律等の規定による不利益処分を

受けた場合、助成を取り消すとともに、支払った助成金の返還を求める場合があります。 

 

５．選 考 

（１）助成事業運営委員会 

委員会は、学識経験者、関係団体、マスコミ等の6名で構成します。 

（２）選考 

産業廃棄物処理事業の振興に寄与するものであることが選考の前提となります。 

（３）選考方法 

助成事業運営委員会により、申請書と現地調査による選考を行います。申請から助成金交

付に至る流れにつきまして、4 ページ＜参考＞をご覧ください。なお、2 年間継続して助成事

業を希望される場合、2年目の申請の際も、申請書と現地調査による選考を行います。 

 

６．応募手続き 

（１）申請に必要な書類（各1部） 

１）助成事業申請書類（様式及び申請書） 

２）会社説明書（定款の記載されたもの） 

３）産業廃棄物処分業許可証若しくは特別管理産業廃棄物処分業許可証の写し（複数の都

道府県・政令市で許可を受けている場合は、応募事業に関連するものの中で代表となり、

かつ申請書に記載した内容と同一のもの）又は、事前協議に入っていることが証明でき

る書類の写し 

４）バイオ燃料認定研究開発事業、小型家電リサイクル認定研究開発事業及びプラスチッ

ク資源循環研究開発事業については認定証の写し 

５）もし、一般廃棄物処分業許可若しくは特別管理一般廃棄物処分業許可を持っている場

合は、その許可証の写し（複数の市町村で許可を受けている場合は、応募事業に関連す

るものの中で代表となるもの） 

（２）助成事業申請書類の入手方法 

募集内容の詳細及び助成事業申請書類の様式は、本財団のホームページからダウンロード

してご利用下さい。また、申請書類等の郵送を希望される場合は、FAXまたは郵送で下記事項

をお知らせ下さい。 
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１）送付先の郵便番号、住所、電話・FAX番号 

２）担当者の役職及び氏名 

３）必要部数 

※「助成事業申請書類を送付希望」と明記して下さい。 

（３）応募方法 

記入要領を参考に申請書類を作成し、上記の申請に必要な書類とともに本財団（下記の応

募先）に郵送して下さい。 

（４）応募締切日 

令和６年９月３０日（月）当日消印有効 

（５）注意事項 

・応募前の事前相談を必ず行って下さい。 

・採決の結果は、ご担当者様にお知らせします。 

・採否の理由についてのお問い合わせには応じかねます。 

・ご提出いただいた書類等は返却いたしません。また、申請書に記載された内容について

は、本財団の個人情報保護方針に準じて個人情報と同等に取扱わせていただきます。産

業廃棄物処理助成事業の選考目的以外で使用することはありません。 

・過年度に応募いただいた方の再応募も対象といたします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜参 考＞ 申請から助成金交付までの流れ（日程は予定） 

 

 

〈助成事業のお問い合わせ、申し込み及び応募先〉 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目 1番 18号 ヒューリック虎ノ門ビル 10階 

公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団 資源循環企画推進部 

（担当：齋喜、遠藤） 

TEL：03-4355-0155 FAX：03-4355-0156 

URL：http://www.sanpainet.or.jp 

E-mail：info@sanpainet.or.jp 


